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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
際
し
、
健
保
ニ
ュ
ー
ス
寄
稿
の
場
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
の
で
一

言
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
古
来
よ
り
人
と
の
意
思
疎
通
を
表
す
表
現
と
し
て
、「
以
心
伝
心
」

と
言
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
的
な
美
徳
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
以
心
伝
心
」
と
は
何
か
？
　
自
分
が
し
て
欲
し
い
こ

と
を
文
字
や
言
葉
に
せ
ず
、
言
わ
ず
と
も
お
互
い
の
心
と
心
が
通
じ
合
う
こ

と
を
「
以
心
伝
心
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
や
、
何
も

か
も
知
り
尽
く
し
た
仕
事
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
深
い
関
係
に
あ
る
者
達
で

は
、
本
当
に
「
以
心
伝
心
」
と
言
う
現
象
は
起
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
誰
も
が
「
以
心
伝
心
」
を
も
っ
て
意
思
疎
通
が
で
き
る
の
か
と
い

う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
実
に
は
、
ち
ょ
っ
と
疎
遠
な

相
手
と
の
間
に
は
、
常
識
の
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
う
簡
単
に
「
以
心
伝
心
」

は
成
立
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

仕
事
の
場
で
あ
れ
家
庭
の
場
で
あ
れ
、
お
互
い
に
慣
れ
て
く
る
と
、
相
手

を
「
当
然
の
存
在
」
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
空
気
と
同
じ
よ
う
に

必
要
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
有
難
み
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
す
る
と
相
手
も
自
分
と
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る
と
錯

覚
し
、
わ
ざ
わ
ざ
特
別
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
必
要
は
な
い
、
と

思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
機
械
的
な
話
し
か

し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
少
し
ず
つ
微
妙
に
変
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

言
葉
の
手
段
を
使
わ
な
い
で
心
か
ら
心
へ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

に
は
、
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

最
低
条
件
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
言
葉
を
交
わ
し
て
、
お
互
い
の
考
え

の
基
礎
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
常
に
確
認
し
あ
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
お
互
い
の
間
に
太
い
回
線
が
で
き
あ
が
っ
て
い
れ
ば
、
言
葉
で
は
伝
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
膨
大
な
容
量
の
情
報
を
、
目
と
目
を
合
わ
せ
た
だ
け
で
、

ま
た
一
言
を
発
し
た
だ
け
で
、
一
瞬
の
う
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
普
段
か
ら
通
り
一
遍
の
会
話
だ
け
交
わ
し
て
い
た
の
で
は
、
回
線
も

徐
々
に
錆
び
つ
い
て
、
最
後
に
は
繋
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

今
年
こ
そ
、
一
言
で
よ
い
か
ら
毎
日
新
鮮
な
内
容
の
あ
る
言
葉
を
交
わ
す

努
力
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ご自宅に持ち帰り、皆さんでお読みください。

JEOLグループ卓球大会

年
頭
に
想
う
「
以
心
伝
心
」
―
日
常
の
一
言
が
あ
っ
て
こ
そ

選
定
監
事
　
鈴
木
　
孝
治



や  け  ど  
低  温  
知 ら な い う ち の コ ワ ー イ  こたつや電気毛布、ホットカーペットなど、寒い冬には暖

房器具が欠かせません。 
そんな時期に、気をつけたい
のが「低温やけど」。肌に快
い温度であっても、皮膚へ大
きなダメージを与える危険が
あるのです。 
暖房器具を上手に使って、
快適な生活をおくりましょう。 

こうして防ごう、低温やけど 

低温やけどとは？ 

温まりながら、 
皮膚を守って冬を楽しく過ごしましょう。 
●電気ごたつで長時間居眠りをしない。 

■冷え性の人 
■糖尿病等の 
　知覚障害のある人 
■脳卒中等により 
　感覚機能が低下している人 
■睡眠薬を常用している人 
■高齢者や子ども　 

●湯たんぽは厚手の袋に入れて使う。 

●カイロは皮膚に密着させない。 

●ホットカーペットとかかと・くるぶしの間には 
　クッションを入れる。 

●電気あんかや電気毛布は、 
　寝る前に寝床を温めるにとどめ、 
　就寝時には電源を切る。 
　またはタイマーを設定する。 

�����
低温やけどに 
なりやすい人 
低温やけどに 
なりやすい人 
低温やけどに 
なりやすい人 

など 

　皮膚が体温より高い熱に長時間さらされることから、起こります。

特に知覚の鈍い脚で起こることが多く、皮膚のすぐ下に骨があるか

かとやくるぶしなどで熱が血液の流れを悪くしてしまい、低温やけど

を引き起こします。睡眠中の暖房器具の使用は長時間になるとともに、

起きているときよりも痛みや熱に対する感覚が鈍くなりがちです。そ

のため、低温やけどを引き起こしやすくなるといえます。 

　低温やけどは、一見やけどの程度が軽く見えますが、実は皮膚の内部で深く傷ついており、治りにくいと

いう特徴があります。そのまま放置しておくと、手術が必要になる場合もあります。 

　国民生活センターによると、低温やけどを最も多く引き起こした商品として使い捨てカイロが報告されて

おり、そのほかに湯たんぽや電気あんかも比較的多いとされています。 



医療制度改革 平成20年4月分施行と同時に 

「高齢者医療に係る凍結策」が実施されます 
　一昨年6月の通常国会で、「健康保険法等改正案」および「良質な医療を提供する体制の確立を図る
ための医療法等改正案」を柱とする医療制度改革関連法が成立しました。 
　このうち平成20年4月に施行される改革については、健保ニュース前々号（第164号）で『健康保
険が大きく変わります』、前号（第165号）で『後期高齢者医療制度が発足します』の特集を組んで、皆
様にお知らせしました。 
　しかし、今般この改革の一部が凍結されることになりました。 
　改革の趣旨を後退させるもの、現役世代に負担を強いるもの等の批判もある中で、昨年7月の参議
院選挙で大敗した与党による「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において取りまとめ
られ、政府としても実施することとされました。 
　以下に、その凍結内容をお知らせします。 

◇70～74歳の医療費 
　自己負担の引き上げ 

健保ニュース164号に掲載した記事 凍結策 

◇保険料の負担 

健保ニュース165号に掲載した記事 凍結策 

　現在では70～74歳の
高齢者は、医療費の1割（所
得によっては3割）を負担
しています。これが2割（所

得によっては3割）に引き上げられます。 

　新しい制度では、加入者
全員が保険料を払います。
よって、今まで健康保険の
被扶養者で保険料を負担
していなかった人も保険料

を払うことになります。このような人には、
激変緩和措置として、2年間の保険料軽
減もあります。 
　保険料は応益割（均等割）と応能割（所
得割）を基本として、広域連合の条例で定
めます。厚生労働省の試算では、来年4月
の制度発足時には、全国平均で一人当り
月額6200円程度になる見通しです。 
　なお、保険料は原則として年金から天
引きされます。 

　平成20年4月から平成21年3月ま
での1年間、窓口負担が1割に据え
置かれます。 
　3割負担
の人の据え
置きは行わ
れません。 

　新たに保険料を負担することにな
る人（今まで健康保険の被扶養者で
保険料を負担していなかった人）の
保険料は次のとおりになります。 
　平成20年4月から9月までの6ヵ月
間は無料、平成20年10月から平成
21年3月までの6ヵ月間は、応益割（均
等割）が9割軽減されます。 
　これは左記の激変緩和措置とし
ての2年間の保険料軽減（均等割を
5割軽減）
に加えて行
われるもの
です。 



一般保険
●被保険者数　3,161名

（男子2,677名　女子484名）
●被扶養者数　3,451名
（男子1,070名　女子2,381名）

●平均標準報酬月額　487,026円
（男子522,812円　女子289,091円）
●被保険者平均年齢　42.40歳
（男子43.40歳　女子36.86歳）

介護保険
●該当被保険者数　1,690名

（男子1,522名　女子168名）
●該当被扶養者数　915名

（男子0名　女子915名）
●平均標準報酬月額　602,598円
（男子635,378円　女子305,619円）

◆30年に一度とも言われる大規模な医療制度改革の施行が平成20年4月に迫り、すべての関係
者がその実施準備に取り組んでいる毎日です。そんな状況を混乱させる“高齢者医療に係る凍
結策”。考えてみれば8年前の介護保険制度開始のときも、直前で特別対策という名目の人気取
り政策が浮上しました。政治家にとって医療制度改革は政争の道具でしかないのか。（事務局）
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